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太陽ー地球系における高エネルギー粒子の生成と地球大気環境への影響に関する研
究
Acceleration of high-energy particles in geospace and influence of the energetic particles
on the terrestrial atmosphere
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太陽から地球の間では、実に多様なメカニズムが絡み合い高エネルギー粒子が加速されている。太陽表面における大
規模なフレアやコロナ質量放出はもとより、それらによって引き起こされる磁気嵐やサブストームなどの大規模な地球磁
気圏の変動が、磁気リコネクションやホイスラー波などの波動粒子相互作用により電子やイオンを加速する。こうした高
エネルギー粒子は磁力線に沿って地球の両極域から大気圏に侵入し、大気を加熱・電離し、連鎖的なイオンー分子反応に
より HOx,NOxなどを増加させる。さらにこうして形成された分子は極渦により成層圏まで輸送されることにより光化学
寿命が延び、オゾンを始めとする地球の大気環境に影響を及ぼす可能性が示唆されている。本研究計画では、高エネル
ギー粒子の生成からそれが大気に及ぼす影響までを、衛星観測、地上観測、シミュレーションを組み合わせることによ
り、統合的かつ実証的に解明することを目指す。具体的には、ERGや EISCAT 3Dの大型計画に、太陽地球環境研究所
独自のミリ波、ライダー、イメージャといった地上観測と GEMSIS-RBWのようなシミュレーションを組み合わせる。
　また、現在頭脳循環 (H26-H28)で推進している研究を発展させ、若手の研究者を中心に新研究所の国際連携研究セン

ターのもとで UCLA,LASP/UBCとの間で推進している Van Allen Probes（放射線帯）、THEMIS・MMS（磁気圏）、SDO
（太陽）等の人工衛星データを用いた連携をさらに発展させ、統合データサイエンスセンターのもとにデータを集約し、
国内外の研究者が利用できる解析環境および解析ツールを整備する。
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